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第三弾・新刊書 

９月中旬発行されます。 

 

「光の言葉」で原点回帰  

全ての人が救われる道 

              ミロクの時代を導く光透波理論 

は じ め に 

 

人は誰しも幸せを求め、平和を願って生きています。しかし現実はその願い

とは裏腹に不幸や苦悩、戦争や危機が溢れて暗澹たる様相が広がっています。

進歩した科学文明により物質的には確かに便利で豊かになっているのですが、

二十一世紀を迎えても幸せと平和の理想世界への道は閉ざされたままにありま

す。人類は未だにその解決の手立ても、指導理念も持ち合わせていないのです。 

本書はその救いの道のキーワードが言葉であることを説いています。「光の言

葉の活用」と「原点回帰」により、人類が営々と求め続けて来た理想を手に入

れることが可能になることを提唱させていただいているのです。 

 

精神世界の人達の間で最大の預言書の一つと評価されている日月神示の一節

に「言葉は神ぞ」と説かれています。この他にも数々の啓示・霊言・筆・神言

などにも言葉の神性や言葉によって救いの道が開かれることが書かれています。 

有名な哲学者のデカルトは「我思う故に我あり」と主張していますが、どうや

らその「思う」奥に言葉が脈打っていることに気付いていなかったようです。

実はデカルトに限らず言葉の本質を解明したものは、洋の東西を見渡しても皆

無に等しかったのです。 

 

１０年程前筆者は「救いの道は言葉では？」と漠然と感じながら過ごしてお

りました。そのような最中に光透波に出合い、その光彩陸離たる光透波理論の

凄さに驚嘆し「これだ、ここに救いの道がある」と感激し、以後学び続けて今

日に至っております。  

 

文字の奥に潜む真理を読み解く光透波理論をベースにして纏め上げている本

書は、人類がこれから歩む道への手引き書にもなっていると自負しております。
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何事も時と所と人に応じて対処しなければ事は成り立ちません。私たちが今日、

言霊の国の日本の地に日本人として生まれ落ちてきたのも決して偶然ではあり

ません。それ故にこの時代に生きる日本人としての責任を果たさなければなら

ないのです。 

その責任とは何でしょうか？それは世界の言語の中で最も宇宙に通じる言葉

である日本語を使う民族としての使命です。世界で唯一の母音中心の言語であ

る日本語は、母音から生み出される調和・大和の心を醸し出す力を有していま

す。この和の心をもって今日の混迷の世界に調和の波動を広げるということで

す。 

さて「時」というものはどのように捉えられでしょうか、「時」こそ人類にと

って、いや宇宙にとって最も重要な要素の一つです。時→トキ→答基、そうで

す。時とは答の基、時が答の基になっている。時が来なければ答は明らかにな

りません。時こそ問題解決の答えを出す基本になっているのです。 

時の法則には人は勿論、神も宇宙も従わざるを得ないのです。時は問題解決

のキーポイントでもあるのです。 

この時の視点から観ずると今日、世界人類は体主霊従の時代から霊主体従の

時代へ、物質偏向の時代から物心調和の時代へ、比喩的に表現すれば夜の時代

から昼の時代へと大きく移り変わる真っ只中に遭遇しています。 

にも拘らず現代人は、この時代の大転換に気付かず旧観念に囚われ右往左往

して混乱を助長している・・・のが実情なのです。転換の時代を乗り越えてゆ

くには、この時の本質的意義を認識してゆかなければ、何事も錯誤を来たし、

矛盾と混乱を招くだけでなく、最悪の場合は滅亡せざるをえなくなるのです。 

 

長年月にわたり人類世界を導いてきた宗教・哲学・科学等は、ちょうど夜に

輝くローソクやランプや電気の光のような存在でした。時代は夜から一転、ま

ぶしいばかりの太陽の光が燦々と降り注ぐ昼の時代を迎えているのです。その

時代の大転換に気付かずして、何時まで経っても夜の時代の光に頼り切ってい

ては、文字通り昼行燈（あんどん）に縋っているようなものです。それでは何

一つとして救いの道を見付け出すことはできません。かえって時代錯誤の混

乱・混迷に陥ってしまうことになるのが関の山です。正に現代の世界人類の姿

を表わしているようなものです。 

 

この時代の認識を切り替えすることによって人類の救いの道が開かれてゆく

のです。時代は物金エゴの支配する闇の時代の生き方から、物心調和・共存共

栄の昼の時代の生き方に切り替えて行かなければならないのです。その太陽の

ごとく世界万民の上に輝き照らすものこそ、本書で繰り返し詳述しています光
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透波→言霊→光の言葉のエネルギーなのです。  

 

あらゆる創造物の中で神は人間だけに言葉をお与えになられました。「人間」

は「人言」。言葉に至ると書いて「至言」、その「至言」→「始原」。そうです、

言葉に至ることによって「始原のエネルギー」が発動するようになるのです。

宇宙はそのように仕組まれていたと言うことです。その至言への道が光透波へ

の学びということです。 

 

本書は新しい時代の言霊学・光透波の紹介書であるとともに、この時代の大

転換期を乗り越える指南書であります。もっと言えば危機混迷に直面した世界

人類を救う方途を伝える啓蒙書でもあります。表現を換えれば昼の時代への生

き方を知らせる案内書とも言えましょう。 

そのキーワードであり原点になるのが「言葉」であり、「言葉」→「コトハ」

→「光透波」に繋がってくるのです。 

「光の言葉で原点回帰」そこに人々が求める幸せの道が、世界人類の救いの道

が開かれていたということです。導かれるままに纏め上げたものです。広く世

に問う次第であります。 

            

 平成三十年五月  吉日 

                   光透波和の会  宿
しゅく

 谷
や

 直
なお

 晃
あき
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推 薦 の 言 葉 

光透波理論には、宇宙の叡智が秘められている。 

育生会横浜病院院長 

医 学 博 士   長 堀  優 

     

宿谷直晃先生と初めてお会いしたのは、出雲大神宮（丹波國一之宮・京都府

亀岡市）東京支部による神恩感謝祭の席でした。懇親会でたまたま向い合せと

なり、いろいろなお話を伺ううちに、宿谷先生が、言霊研究の分野から、宇宙

の摂理を説かれてきたことがわかりました。 

そればかりではありません。日本語の言霊を分析することにより、日本人本

来の考え方や生き方を探り出し、現代の日本人へ重要な提言を続けてこられた

ことも知るに至ったのです。 

私自身、秘められた日本の古代史に関心を抱き、神話の読み解きや全国の神

社・遺跡巡りを通じ、古代日本の姿を探求してきました。その経過は、拙著「日

本の目覚めは世界の夜明け」で申し述べた通りですが、宿谷先生とは、かけが

えのないこの日本への深い愛情と現状への危機感を共有していることを強く感

じたのです。この出会いに感激した私は、それ以来、宿谷先生のご著書や勉強

会で学ばせて頂くようになりました。 

宿谷先生が伝える光透波学とは、文字の奥に秘められた真意・真理を明らか

にしようとする理論です。 

先ず括目すべきは、言葉を持たない人類が、なぜ言葉を発明できたのか、と

いう人類史開闢以来の根源的な命題の一つに、光透波理論が、明快な答えを提

示していることです。光透波理論では、この「初めのコトハ」は創造主より与

えられていた、言葉を与えられていたからこそ人間は今日の高度な文化文明を

築くことができた、と説いているのです。 

宿谷先生も本書の中で指摘されるように、言葉がなければ、脳内の思索はま

とまらず、コミュニケーションすらとれません。ですから、言葉という概念を

発想することも、創意し発展させていくことも非常に困難であったはずです。

だからこそ、大いなる存在より言葉は与えられた、との考えは、たいへんに説

得力のある説といえるでしょう。 

さらに、光透波理論では、この最初の「コトハ」が降ろされたのは、他なら

ぬこの日本の地であると説いています。 

えっと思うような話ですが、本書をお読みになれば、日本語、さらにはその

原初に遡る大和言葉には、言霊と宇宙の叡智が秘められていることが容易に理

解されることでしょう。 
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古代文字の研究が進み、ボリビアで見つかった古代文字やエクアドルの地下

都市で発見された碑文が、日本の神代文字で解読できたことが明らかになって

きました。このような事実からも、日本に最初の「コトハ」が降ろされたであ

ろうことが実感されてきます。日本語、大和言葉の奥深さには、世界言語の根

源にふさわしい風格があるのです。 

宿谷先生は、言葉と思考は両輪関係にあり、言葉の影響を受けて思考がチャ

ンネルを選ぶようになると語られています。じつは、日本語には、外国の言語

にはほとんど見られない丁寧語、尊敬語や謙譲語が存在します。言葉と思考が

両輪関係にあるなら、複雑な言語体系を持つ日本語が、日本人の思考を深め緻

密にし、さらに情緒に富んだものにしていることは間違いないでしょう。 

今の混沌殺伐とした世界情勢の中で、神話を奪われた日本人は、本来の姿を

見失い、自信をなくしているように見えます。メディアが競争し、必要以上に

繰り返す喧噪により、日本人の不安、落ち着きのなさは増すばかりです。危機

に瀕する現代日本の状況を打開する鍵は、日本人本来の精神性を取り戻すこと

にあると考えます。そのためには、宇宙の叡智を今に伝える日本語をもう一度

見直すことが大きな意味を持ってくることでしょう。 

本書を通じ、多くの方に、日本語が持つ神秘的なパワーに気付いていただき、

日本人が、世界に誇りうるその精神性を復活させるきっかけにしていただきた

い、私は切に願っています。 
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推 薦 の 言 葉 

理 学 博 士    森   裕 平 

 

 このたび、宿谷直晃先生が、光透波についての本を新たに書きました。著者

がこういった努力をしながら、皆様に伝えたいと意図している内容を、推薦し

たいと思います。 光透波とは、文字の哲学、あるいは言葉の哲学ともいうべ

きものです。今は亡き小田野早秧先生が、前世紀に膨大な努力の結果発見し、

独自の方法で体系化しました。そして、そこから出てくる多様な意味やそれら

を導出する方法が、順次解き明かされ、弟子たちに伝えられてきました。それ 

らを応用した内容が、いま宿谷先生の本などにまとめられつつあります。 

 

 今の二十一世紀は、いろいろな意味で、人々にとって、生命や万物の根源的

なところに意識を向けることが必要な時代です。光透波の方法によると、言葉

や文字を分析することによって、万物の根底に存在するもの、それは同時に命

の根源でもあるといえるものが、指し示されてきます。この根底にあるものを、

改めて、光透波あるいは命波とも呼びます。 

 

 私自身も、かなり前から、すべての根底には何があるのかといった問題につ

いて、科学的な意味でも哲学的な意味においても興味を持っていました。根底

にあるものについて、古今東西における哲学や聖人賢者がいろいろな角度から

言及していることを、私も以前から学んでいましたところ、約１０年ほど前に、

磯部賢一先生を通してこの光透波哲学を知りました。この光透波の方法による

と、誰でも、文字やことばを、ある規則を使って分解していくことによって、

根源的本質的なものがどのようなものであるかということを導き出すことがで

きることを教わりました。このような方法があったことに、私も驚いた記憶が

あります。 

 

 また、人間が発する言葉は音であるので、波動であるともいえます。それは

命から発せられた言葉であり、命の鼓動が表現されたものであるともいえます。

すなわち、命波という呼び名がぴったりです。言葉は命波が表現されたものと

なりますが、同様に考えてみると、万物も、根源的な命の波動が表現されたも

のと予測されます。  

私自身は、長年にわたって、電子の波動関数や分子の振動について、理論計

算や数値計算をするような仕事に従事してきました。万物の波動による表現、

あるいは波動の形への表現といった意味でも何らかの共通性があることを感じ
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ています。科学的なことと光透波との関連性についても、私も、もっと深い意

味での関連性を追求したいとも思っています。 

 

 宿谷先生は、コツコツと地道な努力をしながら、丹念に文字を分析して、み

んなに意味を説明していく方です。そこから、導き出される内容が、これから

この本のなかで紹介されていきます。鋭く本質を突くような内容も多ければ、

また現代の科学と整合性の良いことが多いことをも感じて、私も感心していま

した。皆様も、これらの内容を、いろいろな角度から確認しながら学んでいた

だきたいと願っております。 
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お わ り に 

 

第一章で記述したように本年は戌年、戌年の戌の字の音読みは「シュツ」「ジ

ュツ」です。「シュツ」→「詞誘通」、「ジュツ」→「字誘通」、ですから「光透

波へ誘われて通る」「字に誘われて通る」このような意味を持つ戌の年・平成三

十年に、本書が世に出ることは偏に天のお導きによるものと感慨無量の思いが

いたします。 

 

さて、お読みいただき理解を深められたと思いますが、世界人類が共存調和

するそのキーワードが日本語であること、そして日本語は世界の言語の中で最

も天のご意図・真理を読み解くことが出来る素晴らしい言葉であることがお分

かりいただけたと思います。 

 

ところが今日、この素晴らしい日本語文化が大きな危機に直面しています。

それは無分別に外来語を取り入れて意味不明なカタカナ語が氾濫し、軽薄な流

行語や乱れた日本語が年を重ねるたびに蔓延していることです。もっと言えば

日本語より横文字の方が格好良い、英語を話す人の方が優れ、話せない人はコ

ンプレックスを抱くという風潮が世に漲っております。日本語の将来に暗雲が

漂ってきているのです。 

さらに２０１８年から始まる小学校３年生からの英語教育の義務化により、

多くの世の親たちが日本語を充分に習得していない幼児期から英語教育に熱を

あげ始めていることです。この風潮をバイリンガムなどと美辞麗句が使われ肯

定的に受け止められていますが、母国語の基礎が整っていない幼児期に外国語

を教え込むということは、言語的な無国籍人を生みだす危惧があるのです。 

 

日本人の日本人たる所以の根幹は日本語にあるのです。日本語が崩れるとい

うことは和の心・日本人の精神の崩壊に繋がってゆくことになります。母音中

心の和の波動に満ちた日本語を使うことによって、人と人、人と自然、人と宇

宙が共振共鳴するのですが、その道を頓挫させてしまうことになりかねない風

潮に筆者は限りない虞を感じている次第です。 

 

 逆賭しがたい世界人類の混乱危機、その救いの道は光の言葉の波動を広げる

以外に残されていません。そしてそのベースとなる言語が古来から言霊の幸は

う国と言われてきている日本の国の言葉なのです。それ故に私達は日本語の持

つ世界人類的な役割に目覚め、日本語の醸し出す調和の波動を広く大きく押し
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進めてゆくことが求められているのです。 

 

言葉の乱れが波動の乱れ、波動の乱れが心の乱れに、心の乱れが世の乱れに

繋がってゆくのですから、今日の狂い穢されている言葉文化を正すべく、光の

言葉のエネルギーを発信し、その波紋を高く大きく広めてゆきたいものです。

言霊の民の一員として読者諸兄とともに、天のご意図・真理に通じる日本語の

素晴らしさをお伝えし、光の言葉の波動が一段と広がることを願う次第です。 

 

振り返りますと本書は多くの方々のご指導とお力添えを頂いて世に出すこと

が出来ました。 

光透波理論を懇切に教えて下さった小田野先生の直弟子の磯部賢一先生、惜

しむことなく字割理論をご教授下さった直弟子の堀尾泉實先生、お二方に先ず

感謝申し上げます。 

そして真理の輝きに満ちた素晴らしい啓示・「神から人へ」の転載をお許しく

ださいました一二三朋子先生と、珠玉のような救世の霊言「三六九神示」を毎

月お送りくださいます小長谷修聖先生のご厚意に深く感謝申し上げます。 

さらに、不思議な導きにより昨秋より医学博士の長堀優先生とご縁を結ぶこ

とが出来ましたことにより、ご多忙中にも拘わらず先生より身に余る「推薦の

ことば」を寄稿して頂きました。また長年来の光透波の学びの友である理学博

士の森裕平先生からも「推薦のことば」を頂戴することが出来ました。両先生

に深く御礼申し上げさせて頂きます。 

 

加えてこの本を発行するにあたり長堀先生のご紹介により、「でくのぼう出版」

という素晴らしい出版社にご縁を結ぶことが出来たことです。宮澤賢治の純朴

かつ高潔なる精神を理念とされる「でくのぼう出版」の熊谷えり子社長のご英

断を賜りまして、拙稿が時代に先駆けた内容で少々冒険になるにも拘わらず、

出版化して下さることになりましたことは幸甚の至りであります。深く御礼申

し上げさせていただきます。 

 

このように諸先生のお力添えとご指導により本書が世に出ることになったの

も、その奥には不思議な目に見えない宇宙のご意図があったればこそと理解し

ております。ここに深甚なる感謝の意を捧げまして、「おわりのことば」とさせ

て頂きます。 

平成三十年八月十一日 

                   光透波和の会  宿
しゅく

 谷
や

 直
なお

 晃
あき
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コトバは神なり、神はコトバなり、 

 

新しい時代を開く哲理、真理の探究 

 

光透波理論を、ご一緒に学んでみませんか。 

 

 

● 光透波の習得を希望する方は以下にご連絡ください。 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 名  古  屋   光透波サロン   

名古屋市名東区香南  光透波サロン  

    ※ 連絡先携帯   堀 尾 泉 實   ０９０－８４９９－５９８９ 

 

★ 名  古  屋     光透波本部 

名古屋市熱田区旗屋 2-16-4         

※ 連絡先携帯   磯 部  賢 一  ０９０－９１９９－０２４８ 

メールアドレス    isobekk50@yahoo.co.jp          

 

★ 東     京    事 務 局 

 東京都品川区小山６－１９－５     

※ 連絡先携帯   宿 谷  直 晃  ０９０－２４４７－２０３７ 

メールアドレス  syu98-8do8@mbr.nifty.com    

  

 ホームページ    http://kotohawanokai.web.fc2.com 

    ブ  ロ  グ   http://kotohawanokai.blog.fc2.com/ 

光 透 波 和 の 会 

mailto:isobekk50@yahoo.co.jp
mailto:syu98-8do8@mbr.nifty.com
http://kotohawanokai.web.fc2.com/

